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花
指
数
」
は
前
年
比
2
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仰
年
の
平
均
似

の
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・
お
倍
に
も
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る
と
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対
策
あ
れ
こ
れ
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に
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県
合
旧
法
則
が
、
県
内
の
小
中
け
て
合
附
し
た
。
製
点
を
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を
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世
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指
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犬の良好を祝う 「長生きワンち

(目的ペ ットフ ー ド主

側、朝日新聞社広告局など後後)

交
え
な
が
ら
伝
え
る
宮
寺
さ
ん
の

一

を

派

手
る「
出

盟

主

選

め

一
指
号
、
日
坊
は
護
し
て
い
た

た
。
指
羽
経
験
の
あ
る
郡
市
が
1

児
市
も
す
ぐ
笑
顔
に
な
っ
た
。

-
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か
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い
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い
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、
丸
此
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殺
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え
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い
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校
臼
と
な
っ
た
品
目
は
、
辿

一
く
欣
え
た
」
と
制
足
そ
う
に
隠
し
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脱
却
引
役
の
宮
寺
珂
さ
ん
�
 (ω)が
一
た
。
鰍
習
し
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曲
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、

卒
業
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。
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ま
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の
市
立
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か
れ
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謝
嵐
会
で
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6
年
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を
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木
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校
の

し
た
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間
の
瓜
測
を
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現
す
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一
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と
し
て
彼
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さ
れ
る
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に
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ま
っ
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児
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は
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中
旬
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で
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減
師
を
派
一
心
す
る
予
定
で
、
希
望

が
と
う
」
な
ど
2
曲
を
1
時
間
か
す
る
学
校
を
捗
っ
て
い
る
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一方
で
、

「飛
散
以
以
外
に
も

肢
が
高
か
っ
た
り
、
却
の
俳
ガ
ス

に
よ
っ
て
強
隊
化
し
た
り
す
れ

ば
、
花
粉
旋
の
佐
状
が
出
や
す

い
。
交
通
円川
の
多
い
都
市
部
で
は

花
粉
症
の
絞
状
が
忽
く
な
る
傾
向

が
あ
る
。

「秩
父
地
方
で
放
出
さ
れ
た
花

粉
が
、
風
に
娘
っ
て
郷
市
部
に
来

る
こ
ろ
に
は
汚
染
さ
れ
て
い
る白

ま
た
都
市
部
は
釧
殺
聞
が
多
く
、

部
が
巻
き
上
げ
る
風
で
、
再
び
花

粉
が
卿
い
上
が
っ
て
し
ま
う」

化
粉
舵
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
た
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腐
敗
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が
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以
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す
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散
川
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目
安
に
な
る
が
、
花

粉
に
合
ま
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
版
因

物
質
の
脱
皮
な
ど
に
も
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す

る
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准
教
般
に
よ
る
と
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花
粉
症

に
な
る
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の
数
は
花
粉
駄
に
比
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し
な
い
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体
が
少
な
い
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で

も
、
ア
レ
ル
ギ
ー
原
凶
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質
の
政
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ま
す
!

快
適

な
花
粉
対
策
を
」

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
の

「東

川副
ハ
ン
ズ
」
で
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こ
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な
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と
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に
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を
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け
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が
多
い
と
い
う
予
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を
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ス

を
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し
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と
し
て
①
周
期
的
に
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が
地
え
る
時
期
に
あ
た
っ
た
②

昨
誕
の
猛
鳴
に
よ
る
問
視
笠
岡
の

膨
轡
、
の
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つ
を
挙
げ
、

「条
件

が
そ
ろ
っ

て
い
た
」
と
分
析
す

る
。
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地
で
側
資
に
当
た
っ
た
相
一
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も
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こ
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見
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と
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い
状
態
だ
っ
た
。
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い
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い
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」
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な
い
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の
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ろ
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し
て
い
た
が
、
こ
こ
数

日
の
叩
喝
さ
と
凶
の
影
山
町
で
少
し
巡

く
な
る
見
込
み
と
い
う
。
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す
る
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気
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し、

以
い
物
容
を
引
き
つ
け

て
い
る
。
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い
る
の
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「
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け
の
メ
ガ
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。
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周
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を
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く
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粉
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、
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え
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り
で
花
粉
症
の
症
状
を
和
ら

メ
ガ
ネ
を
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け
る
人
向
け
に
、
上
タ
イ
プ
が
あ
り
、
自
宅
や
織
搬
な

気
の
秘
密
の
よ
う
だ
。
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ラ
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」
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長寿ワンちゃん表彰 ゃん表彰J

平均14歳 レストランご招待� が、東京都渋谷区であった。応B王者
から相11;盤でj盤ばれた平問年齢14級の

袋犬� 9匹とその飼い主力1人気レス ト

ランに招待され、フランス料混とペ
犬だって「ノ¥ツクション」


ットフードの食IIiを楽しんだ。花粉症に悩まされているの で過に 21立、全身を洗う②散歩す
目的ベ ットフードの柏井陥夫社長は、人111]だけではない。 るi時はIlli!を必せる③鐙内犬は空

気f'J浄器量で部屋の空気を泊色艇に
が、� 9組に表彰状と記念の盾を手渡

，
するーーなどが効果的だという。

「犬 にも花粉症はあ ります
よJと、動物の皮間病に詳 しい、

と愛犬家でモデルの長谷川直l廠さん

した=写真。級副舶は羽生市のm田そよかぜ動物病院(さいたま市中 線本的に治脱してあげたいと

央区)の山崎務純院長(34).3月か いう飼い主も多く、原因となるア まりさん(32)の鐙犬パンビで18歳。� 

ら4月ごろにかけ、例年制々 と、飼 レルギ一物質を制ベるJ血液検査 t問弁社長は生存する政良好のイヌと

u"'5 
録に総t宣されたことを紛介。� rお集斑状は人IIIlと閉じで、くしゃ グラムの血液を採取し、花粉をは
まりのワンちゃんはまだまだ若者。みや回のしょぼっさ。わきの下 じめ、肉や卵など40項目に対す
ぜひ記録更新を」とあいさつした。や服部のかゆみといった皮尚炎 るアレルギ一反応を測定する。

に
つ
い
た
花
粉
を
悩
気
で
吸
い
取

れ
る
噂
用
ブ
ラ
シ
を
股
附
す
る
。

花
粉
一艇
に
悩
む
ス
タ
ッ
フ
が
集

ま
っ
て

「せ
め
て
一

腕
楽
に
過
ご

せ
た
ら
」
と
考
案
。

宿
泊
品
�
 mgや

問
い
合
わ
せ
が
集
ま
っ
て
い
る
。

や
は
り
花
粉
症
と
い
う
向
陥
祐
二

・
統
指
支
配
人
は

「お
答
織
の
製

訟
を
聞
き
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
巡

化
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
隠
す
。
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花
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の
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を
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に
し	 

は
、
「
マ
ス
ク
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ

ン
」
と
銘
打
っ
た
2
月
い
っ
ぱ
い

l

の
縮
問
プ
ラ
ン
を
ホ
�
 ム
ペ
1
ジ

に
財
岐
し
て
い
る
。
花
粉
症
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
と
、
命
出
国
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す
る
・
悩
泊
申
告
に
マ
ス
ク
を
プ
レ
ゼ

ゼ

ヨ

ン
ト
す
る
。
山
本
利
回目
支
配
人
は

「マ
ス
ク
を
た
く
さ
ん
用
抑制
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
」。
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い主が治僚に巡れてくる。 が人気を集めている。 2.5~ して昨年、栃木県の25放がギネス記

同社は昨年11、12月に12級以上のになる犬も目立つ。 スギやシラ 山崎院長は「かゆみが出たよ

カンパ、ヨモギなどの花粉のア うなら、まずは動物的a院に行っ	 長野犬を務純し、全国の571人が応

じた。 ~犬の写真カ1特般サイト (hレルギ一物質が影響していると てくださいJと絡す。
ltp://www .nisshin-pel.co .jp/いう。	

シャンプー・服で予防 uog-hYOlIshou/)で紹介されてい

東京・錦糸町� 25日まで� 4月期受病者を募集

そ"，� 

スカイツリー報道写真展

対策は①犬w用のシャンプー
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衣服についた花粉を取

用者に好評という=さ

いたま市中央区のラフ

レさいたま
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